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平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

平成19年度

一般会計
当初予算

勝
浦
町
議
会
三
月
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成

十
九
年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び
勝
浦
病
院
事
業

等
の
特
別
会
計
当
初
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
総
額
は
、
前
年
度
当

初
予
算
に
比
べ
て
〇･

七
％
（
二
千
百
万
円
）

減
の
三
十
億
四
百
万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
引

き
続
き
前
年
度
対
比
で
の
マ
イ
ナ
ス
予
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。

歳
入
面
で
は
税
源
移
譲
や
税
制
改
正
に
よ
り
、

町
税
は
約
九
千
万
円
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
る

反
面
、
地
方
譲
与
税
で
は
約
四
千
七
百
万
円
、

地
方
特
例
交
付
金
で
は
約
七
百
万
円
、
地
方
交

付
税
で
は
八
千
万
円
そ
れ
ぞ
れ
減
少
す
る
見
込

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
共
施
設
使
用
料

の
引
き
上
げ
な
ど
住
民
の
皆
さ
ん
に
も
ご
負
担

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
十
八
年
度
に
引
き

続
き
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
す
な
ど
非
常
に

厳
し
い
歳
入
確
保
を
行
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
面
で
は
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
勝
浦
中
学
校
体
育
館
の
耐
震
改
修
事

業
や
、
保
育
所
入
所
第
三
子
以
降
保
育
料
の
無

料
化
な
ど
、
住
民
生
活
に
密
着
し
た
事
業
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

毎
年
度
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
き
ま
す
が
、

勝
浦
町
行
政
改
革
プ
ラ
ン
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン

に
基
づ
き
、
限
ら
れ
た
財
源
を
よ
り
有
効
に
効

率
的
に
執
行
で
き
る
よ
う
予
算
編
成
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

歳入

２

30億400万円

歳 入
3,004,000

千円

町税 470,181千円

（15.7％）

分担金および負担金
22,557千円（0.8％）

使用料および手数料

61,196千円（2.0％）

財産収入 15,965千円（0.5％）

寄附金 1千円（0.0％）

繰越金 90,000千円（3.0％）
繰入金

243,626千円
（8.1％）

地方交付税 1,380,000千円（45.9％）

交通安全対策特別交付金
1,000千円（0.0％）

国庫支出金
102,308千円（3.4％）

県支出金 211,998千円（7.1％）

町債 210,400千円（7.0％）

諸収入 52,667千円（1.8％）

地方譲与税 56,083千円（1.9％）

利子割交付金 3,258千円（0.1％）

配当割交付金 2,214千円（0.1％）

株式等譲渡所得割交付金
3,117千円（0.1％）

地方消費税交付金 52,394千円（1.7％）

地方特例交付金 3,704千円（0.1％）

自動車取得税交付金 21,331千円（0.7％）

自 主 財 源

956,193千円（31.9％）

依 存 財 源

2,047,807千円（68.1％）



目的別歳出

3,004,000
千円

総務費 687,033千円
（22.9％）

公債費 671,947千円
（22.4％）

民生費
529,156千円

（17.6％）

衛生費
309,819千円
（10.3％）

教育費
299,812千円
（10.0％）

災害復旧費 13,720千円（0.5％）

予備費 13,000千円（0.4％） 議会費 48,331千円（1.6％）

土木費 139,428千円（4.6％）

消防費 47,909千円（1.6％）

商工費 13,251千円（0.4％）

農林水産業費

230,594千円（7.7％）

平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

３

特 別 会 計 名 当初予算額

国 民 健 康 保 険 859,928
簡 易 水 道 事 業 40,314
農 業集 落 排 水事 業 22,457
住宅新築資金等貸付 8,501
老 人 保 健 842,884
介 護 保 険 630,395

勝浦病院

事 業

収益的
収入 797,000
支出 797,000

資本的
収入 56,292
支出 56,793

平成19年度

特別会計当初予算 単位:千円

性質別歳出

3,004,000
千円

人件費 696,832千円

（23.2％）

物件費
492,130千円

（16.4％）

扶助費
185,119千円（6.2％）

補助費等 206.615千円（6.9％）

公債費
672,197千円

（22.4％）

普通建設事業費
328,402千円
（10.9％）

災害復旧事業費
13,720千円（0.5％）

積立金 94千円
（0.0％）

投資および出資金

70,157千円（2.3％）

繰出金
262,334千円
（8.7％）

主な普通建設事業 単位:千円

勝浦中学校体育館耐震化事業 50,075

町 単 道 路 改 良 事 業 35,860

県単急傾斜地崩壊対策事業 30,051

林 道 開 設 事 業 28,879

広 域 農 道 整 備 事 業 22,733

道 路 改 良 事 業 20,171

県 単 道 路 改 良 事 業 16,700

生比奈小学校プール改築事業 12,566

合併浄化槽設置整備事業 8,799

農 免 農 道 整 備 事 業 5,926

予備費 13,000千円（0.4％）

歳出

維持補修費

55,200千円（1.8％）

貸付金 8,200千円（0.3％）



地域情報化について

平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

４

勝
浦
町
・
上
勝
町
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
及
び

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
サ
ー
ビ
ス
設
備
保
守
区
分

地域情報センタ ＮＴＴ （フリーダイヤル）0120－960138

ＩＰ 050（3438）9877

平日午前９時～午後５時

※上記以外の時間帯については、留守番電話で受付し、折り返して連絡・対応となります。

勝浦町総務税務課 ＮＴＴ （42）2511 ＩＰ 050（3438）7148

★詳しくは地域情報センタにお問合せください★

現
在
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
及
び
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
加
入
者

が
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
に
初
期

工
事
費
用
を
支
払
し
、
図
１
の
①

光
フ
ァ
イ
バ
引
込
線
や
宅
内
配
線

に
つ
い
て
は
、
加
入
者
の
資
産
と

な
っ
て
い
ま
す
。

※
図
１
の
②
～
⑥
ま
で
の
貸
与
物

品
は
対
象
外
で
す
。

そ
の
資
産
に
つ
い
て
、
本
来
は

そ
の
所
有
者
が
維
持
管
理
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で

の
説
明
会
に
お
い
て
「
引
込
線
の

断
線
や
宅
内
機
器
の
故
障
の
対
応

（
保
守
）
に
つ
い
て
、
基
本
的
に

加
入
者
の
方
に
費
用
が
発
生
し
な

い
よ
う
に
」
と
の
説
明
を
し
て
き

ま
し
た
の
で
、
町
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日

本
―
四
国
の
保
守
管
理
の
範
囲
等

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

加
入
者
の
皆
さ
ん
に
お
い
て
は
、

円
滑
な
運
用
が
で
き
る
よ
う
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
―
四
国
が

実
施
す
る
保
守
の
範
囲
等

図
１
の
①
～
⑥
の
屋
外
の
光
フ
ァ

イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
及
び
各
種
機
器
に

お
い
て
、
通
常
使
用
し
て
い
て
自

然
発
生
的
な
故
障
及
び
台
風
や
雷

な
ど
自
然
災
害
に
よ
る
現
地
修
理

費
及
び
機
器
修
理
費
に
つ
い
て
は
、

無
料
と
な
り
ま
す
。

但
し
、
図
１
の
①
～
⑥
の
範
囲

で
あ
っ
て
も
、
加
入
者
の
故
意
又

は
不
注
意
に
よ
る
破
壊
や
紛
失
な

ど
の
場
合
は
加
入
者
の
費
用
負
担

と
な
り
ま
す
。

２

加
入
者
が
実
施
す
る

保
守
の
範
囲
等

図
１
の
①
～
⑥
以
外
の
各
種
設

備
等
（
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
や
分
配
器
、

Ｔ
Ｖ
、
パ
ソ
コ
ン
等
）
に
つ
い
て

は
、
加
入
者
に
よ
る
保
守
（
加
入

者
負
担
）
に
な
り
ま
す
。
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催
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徳島県肥料等の不当に大量な
施用等の防止に関する条例
平成19年５月１日から施行されます

この条例は、農地や森林などにおける肥料や土壌改良資材などの不当に大量な施用および

保管を防止して、農地などの保全やその周辺環境保全の確保、ならびに農地などの持続的利

用による生産力などの確保を図ることを目的としております。

基

準

量

肥料等の種類 届出基準量

汚 泥 肥 料
10ａにつき累積11ｔ、または10ａにつき
年間施用の窒素成分量が100㎏

堆 肥

牛糞堆肥 10ａにつき年間 13ｔ

豚糞堆肥 10ａにつき年間 ７ｔ

鶏糞堆肥 10ａにつき年間 ５ｔ

スダチ搾りかす堆肥 10ａにつき年間 ７ｔ

その他 10ａにつき年間施用の窒素成分量が100㎏

動物性排せつ物 10ａにつき年間施用の窒素成分量が100㎏

木質系資材（樹皮、チップ等） 10ａにつき年間５０立方メートル

森林に施用する肥料等 10ａにつき年間500㎏

※保管する場合も同様の数量が届出対象となります

など

一定の「基準量」を超える施用や保管を行うとき

事前に「施用等計画」の

届出が必要になります

※基準量は「条例施行規則」で規定

することとなっています。

１．受講期間 平成19年５月19日 ～８月11日

２．受講時間 毎週水曜日 午後６時～９時

毎週土曜日 午前９時～午後４時

３．受 講 料 70,000円（テキスト代、実習費込み）

４．申込先および受講場所 勝浦郡勝浦町大字棚野字竹国13-１

特別養護老人ホーム喜楽苑 42-3700

徳島県農林水産部 とくしまブランド戦略課食料安全推進室

循環型農業推進担当 088－621－2432

詳しくは、お近くの農業支援センターか右記連絡先にお問い合わせ下さい

ホームヘルパー２級
課程受講者の募集!!
社会福祉法人勝寿会では、ホーム

ヘルパー２級課程の養成を次のとお

り行いますので受講希望者を募集い

たします。

たい肥
汚泥肥料 土壌改良資材

�������



２

平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

６

農
業
者
等

認

定

条件が悪く園内道等の新設に
不向きな園地等に園内道的な役
割をさせるもの。

新設およびレールの増設を対象とする。
事業限度額は、100ｍ当たり150万円までとす
る。

10分の２以内 ＪＡ東とくしま

勝 浦 支 所

３ 単軌条運搬機導入事業

協
同
組
合

農

業

果樹労働の省力化を図るもの。①クローラ型、ホイル型は問わないが、導入
する園地の形状に合った有効活用ができる
型式とする。

②積載量は原則として250㎏～400㎏までとする。
小型動力運搬機代

10分の２以内
ＪＡ東とくしま

勝 浦 支 所

４ 小型動力運搬機導入事業

協
同
組
合

農

業

施設園芸の振興を図るため、
暖房施設等の設備費に対し補助
し、収益の向上、経営の安定を
図る。

①自立経営を目指し、意欲的に農業経営に取
り組んでいる農家であること。

②補助対象規模は、１施設当たり２ａ以上と
し、当該年度に１施設とする。

暖房施設の導入に要する経費

10分の２以内
ＪＡ東とくしま

勝 浦 支 所

５ 農業用ハウス暖房施設導入事業

農
業
協
同
組
合

ハウス施設、大型トンネルを
設置した場合補助金を交付し、
施設園芸の振興を図る。

①補助対象規模は、１戸当たり２ａ以上。
②大型トンネル施設にあっては５ａ以上。
③自立経営を目指し、意欲的に農業経営に取
り組んでいる農家であること。

補助対象事業費は、800万円を限度とし、別に
定める補助対象事業費を用いる。ただし、補助
対象事業費に満たないときは実事業費とする。

別に定める補

助対象事業費

または実事業

費の10分の２

以内

ＪＡ東とくしま

勝 浦 支 所

２ ハウス施設新設奨励事業

１ 土地基盤整備事業

事業主体 事 業 内 容 採択基準および経費 補 助 率 申 込 先

す
る
団
体
、
認
定
農
業
者
等

農
業
協
同
組
合
、
農
業
者
の
組
織

小規模土地改良事業

農作業の省力化、軽労働化
等を図るため、国、県等が実
施する補助事業の採択基準に
満たない小規模な農用地の造
成、放任園の再開園、果樹園
および水田の平坦地化への改
良事業。

①でき上がり後の作目は、農業経営基盤強化
促進基本構想（平成18年３月制定）に定め
るもの。またはこれらの関連施設であること。

②造成後の有効利用面積が５ａ以上で、傾斜は
各種のハウス栽培等が可能な10％以内とする。

③原則として町有ブルドーザー（パワーショ
ベル）を利用すること。

ほ場の造成改良に必要な農業用機械使用料と
石積等経費（町の定める単価）

10分の４以内

とし、上限は

50万円とする。
産業 建 設 課

団
体
、認
定
農
業
者
等
農

業
者
の
組
織
す
る

園内道整備事業

農作業の省力化、軽労働化
等を図るため、国、県等が実
施する補助事業の採択基準に
満たない園内道の新設、改良
を行う事業。

①有効幅員2.0ｍ以上、延長20ｍ以上である
こと。

②原則として町有ブルドーザー（パワーショ
ベル）を利用すること。

園内道の新設、改良に必要な農業用機械使用
料と石積等経費（町の定める単価）

10分の４以内

とし、上限は

50万円とする。
産業 建 設 課

団
体
、
認
定
農
業
者
等

農
業
者
の
組
織
す
る

園内道舗装補助事業

国、県等が実施する補助事
業の採択基準に満たない園内
道の舗装を行い、軽労働化、
省力化を推進し、作業能率の
向上を図るもの。

①有効幅員2.0ｍ以上、延長20ｍ以上とする。
②生コンの厚さは、10㎝を標準とする。
園内道の舗装に必要な生コンクリート代

２分の１以内

とし、上限は

50万円とする。
産業 建 設 課

農
業
協
同
組
合

畜産環境・土づくり
関連対策事業

町内家畜糞を原料とした良
質で安価な堆肥を安定的に耕
種農家に供給することにより
地力増進を図り、農家の経営
安定と畜産環境保全を図る。

①野菜、果樹等を栽培するために、堆肥を必
要とする農家であること。

②勝浦町畜産環境システム施設で製造の牛糞
堆肥または豚糞堆肥を使用すること。

③補助対象施肥量は、別に定める施用基準の
２分の１以上とする。

土づくりに必要な堆肥の供給代

10分の２以内

ＪＡ東とくしま

勝 浦 支 所

農業経営の合理化・近代化等を推進するため、勝浦町では

各種補助事業を設けていますので、積極的にご活用ください。

詳しいことは、勝浦町産業建設課（ 42-1505）又はＪＡ東とくしま勝浦支所

営農販売課（ 42-2520）までお問い合わせください。

町単補助事業のご案内

平成19年度産業建設課



農
業
者
の
組
織
す
る
団
体

農産物の貿易自由化の進展に
伴い、国際化社会の中で外国農
業との競争力強化を図るため、
国際化社会に対応できる人材の
育成を図る。

農業者の組織する団体で勝浦町内において
過去３年以上組織として活動していること。
①１組織の参加人員は５人以上とする。
②海外視察の目的等を記載した計画書を提出
し、町長の承認を得ること。

③同一団体の再度海外研修の申し出は、原則
として認めない。

④出発から帰着までの期間中における病気、
けが、盗難、事故等が生じても町は一切の
責任を負わないものとする。

⑤帰国後、視察報告書を作成するとともに発
表、投稿等に協力できること。

農業者育成研修に要する経費

１人当たりの

限度額を７万

円、若しくは

事業費の10分

の３以内のい

ずれか低い額

とする。

産業 建 設 課

６ 先進海外農業視察研修事業

協
同
組
合

農

業

耕作放棄地の減少に努めると
ともに、農地が持つ公益的機能
の維持と農村景観の保全を図る
ため、苗木の導入を支援する。

①労働力不足等により耕作を放棄しようとす
る農家

②導入樹種は、さくら、花桃、花梅等で農村の
景観形成に資するもの。

苗 木 代

２分の１以内
ＪＡ東とくしま

勝 浦 支 所

７ 農地保全支援事業

貸
付
者

農

地

農地の流動化を促進するため、
賃貸借権を設定した場合に貸付
者に対し補助する。

５年以上の期間で賃貸借権を設定した場合
別に定める「農業委員会が定める標準小作料」
を基準とする。（５年以内に解約した場合は、
補助金変換義務有）

10ａ当たり標
準小作料の５
年間の10分の
２以内

産業 建 設 課

８ 農地利用集積流動化支援事業

農
業
者
等

認

定

家畜飼養管理に大きなウェー
トを占める給餌作業を機械化す
ることにより省力化し、畜産農
家の経営の安定を図る。

畜種ごとにおおむね
酪農・成牛 20頭 養 豚 200頭
肉 用 牛 60頭 採卵鶏・成鶏 1，000羽
以上を常時飼養する専業または複合経営農

家とする。
給餌作業の機械化に要する経費

10分の２以内

とし、上限は

50万円とする。
産業 建 設 課

９ 家畜自動給餌機技術導入事業

認
定
農
業
者
等

新たに農業を始めようとする
青年等に対し、経営を開始する
際の準備資金を助成することに
よって就農を支援する。

①勝浦町に住所ならびに事業地（ほ場）を有
する者または有することが確実である者

②国の制度資金である「就農支援資金」の
「就農施設等資金」を活用し、自立した農
業経営を開始する者または開始している者
月額６万円とし、貸付日の翌月から12か月

４半期ごとに交付する。

産業 建 設 課

10 新規就農者支援事業

農
業
者
等

認

定

町の実施方針に基づく隔年結
果対策（交互結実栽培）を支援
する。

フィガロン乳剤1,000倍・500リットル／10ａ
散布を基準とする。
フィガロン乳剤購入費

２分の１以内 ＪＡ東とくしま

勝 浦 支 所

11 みかん産地活性化事業

農
業
者
等

認

定

新技術等の地域への普及を図
ることを目的とする。

地域に普及していない先導的な生産技術等
の導入にチャレンジしようとする活動に支援
する。
新技術等の導入に要する経費

10分の２以内

産業 建 設 課

12 チャレンジ営農支援事業

認
定
農
業
者
等

農地・農業用施設保全のため
の補修工事を支援する。

①補助災害復旧事業の採択基準に満たない工
事及び維持補修工事

②原則として、町有ブルドーザー（パワーショ
ベル）を利用すること。
町有農業用機械使用料および石積等経費

（町の定める単価）

10分の４以内

とし、上限は

20万とする。 産業 建 設 課

13 農地・農業用施設補修事業

平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

７



事業の内容

平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

８

担い手の
経営改善を
進めるため

果樹経営支援対策事業とは？

優良品目・品種への転換、園地整備、労働力の確保など前向きな取組を行う担い

手や産地を支援する事業です。

申込み先 ＪＡ東とくしま勝浦支所 営農販売課 42－2520

勝浦町産業建設課 農業振興係 42－1505

注１) 産地計画で今後振興すべき果樹として明記されている品目・品種が対象です(転換元と同じ品

種への転換は原則として対象となりません)。

注２)「みかん等」とは、うんしゅうみかん、なつみかん、はっさく、いよかん、ネーブルオレンジ

などのことです。

注３) 中山間地域等直接支払制度で、集落協定に加入されている農地は廃園にできません。

優良品目・品種への改植・高接、条件不利園地の廃園

小規模園地整備 (園内道の整備、傾斜の緩和、土層改良、かん水施設) 等

改 植

みかん等 補助金単価 22万円/10a

りんご わい化 補助金単価 32万円/10a

りんご 普通植 補助金単価 16万円/10a

その他果樹 補 助 率 １/２以内

高 接 すべての果樹 補 助 率 １/２以内

廃 園 みかん等 補助金単価 10万円/10a

（植林等） りんご 補助金単価 ８万円/10a

※廃園（植林等）を実施する場合、担い手への

園地集積が要件です。

優良晩かん類

産地計画に

位置づけられた

振興品目・品種

【園内道整備、傾斜の緩和、

土層改良、かん水施設 等】

すべての果樹

補助率：1/2以内

申込期日

５月31日

果樹経営支援対策事業を
活用しましょう！

��������	
��




平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

９

住民税が大きく変わります
「地方でできることは地方に」という方針のもとに進められている三位一体改革によ

る国から地方への税源移譲に伴い、個人住民税（町県民税）の税率が変わります。

平成19年度から

【調整控除の創設について】

住民税と所得税では、扶養控除や配偶者控除などの人的控除に差があります。このため、同じ収入で

の住民税の課税所得は所得税よりも多くなってしまいます。住民税の税率を10％に上げた場合、所得税

の税率を下げただけでは、税負担がふえてしまうことになります。このため、個々の納税者の人的控除

の適用状況に応じて住民税を減額することで、税負担が変わらないようにします。

【定率減税の廃止】

平成18年度は定率減税として7.5％（上限２万円）を所得割額から控除していましたが、平成19年度か

らは、定率減税が廃止されることになりました。

【65歳以上の方に対する非課税措置廃止に伴う経過措置】

年齢65歳以上の方のうち前年の合計所得金額が125万円以下の方に対する非課税措置が廃止になったこ

とに伴い、平成17年１月１日において65歳に達していた方（昭和15年１月２日以前に生まれた方）で、

前年の合計所得金額が125万円以下の方については、平成19年度は３分の２を課税します。なお、平成20

年度からは、全額課税になります。

【税率の改正】

これまで３段階の超過累進課税になっていた所得割の税率が改正され、一律10％に統一されます。

また、住民税の比例税率化に伴い所得税の税率も改正されます。

（平成18年度分まで）

課 税 所 得 税 率

200万円以下 ５％（町民税３％･県民税２％）

200万円を超え700万円以下 10％（町民税８％･県民税２％）

700万円を超える 13％（町民税10％･県民税３％）

（平成19年度分以後）

課税所得 税 率

一律
10％

（町民税６％・県民税４％）

参考【所得税の税率】 ４段階の税率から、６段階に細分化されます。

（平成18年度分まで）

課 税 所 得 税 率

3,300,000円以下 10％

3,300,000円超9,000,000円以下 20％

9,000,000円超18,000,000円以下 30％

18,000,000円超 37％

（平成19年度分以後）

課 税 所 得 税 率

1,950,000円以下 ５％

1,950,000円超3,300,000円以下 10％

3,300,000円超6,950,000円以下 20％

6,950,000円超9,000,000円以下 23％

9,000,000円超18,000,000円以下 33％

18,000,000円超 40％

町県民税の課税所得金額が

200万円以下の場合

１．人的控除額の差の合計

２．個人住民税の課税所得金額 ※１と２のいずれか小さい額の５％

町県民税の課税所得金額が

200万円超の場合

｛人的控除額の差－（個人住民税の課税所得金額－200万円）｝×５％

※ただし、この額が2500円未満の場合は、2500円

【問い合わせ】 勝浦町総務税務課 42－1503



平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
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10

人

事

異

動

議
会
事
務
局

主

事

滝
本
佐
智
子

（
総
務
税
務
課
主
事
）

総
務
税
務
課

係

長

河

野

稔

彦

（
議
会
事
務
局
係
長
）

議
会
事
務
局

局

長

秋
成
ふ
み
よ

（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）

勝
浦
病
院

事
務
局
長

前

田

晃

司

（
産
業
建
設
課
課
長
補
佐
）

看

護

師

福
徳
真
由
美
（
新
規
採
用
）

看

護

師

久

賀

智

代
（
新
規
採
用
）

調

理

員

栗

坂

早

苗

（
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
）

調

理

員

山
上
世
津
子

（
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
）

教
育
委
員
会

事
務
局
長

谷
添
美
津
子

（
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
）

次

長

谷

川

滋

紀

（
徳
島
県
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室
か
ら
派
遣
）

主

事

多

田

忍

（
産
業
建
設
課
主
事
）

主

事

補

高

田

悦

尚

（
産
業
建
設
課
技
師
補
）

給
食
セ
ン
タ
ー

調

理

員

樫

本

由

紀

（
勝
浦
病
院
調
理
員
）

調

理

員

湊

清

美

（
横
瀬
保
育
所
調
理
員
）

調

理

員

岡

久
美
子

（
勝
浦
病
院
調
理
員
）

出
納
室

会
計
管
理
者

穏

台

千

鶴

（
住
民
課
課
長
補
佐
）

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

福
祉
課
主
事
補

柴

田

義

朗

（
住
民
課
主
事
補
）

総
務
税
務
課

書

記

北
内
章
広

（
新
規
採
用
）

住
民
課

主

事

西

濱

浩

史

（
産
業
建
設
課
技
師
）

福
祉
課

主

事

補

神

子

稔

邦

（
教
育
委
員
会
主
事
補
）

生
比
奈
保
育
所

主
任
保
育
士

圓

乗

安

代

（
横
瀬
保
育
所
主
任
保
育
士
）

保

育

士

中

野

敦

子

（
横
瀬
保
育
所
保
育
士
）

調

理

員

河
野
岐
三
代

（
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
）

横
瀬
保
育
所

調

理

員

中

美
千
枝

（
生
比
奈
保
育
所
調
理
員
）

産
業
建
設
課

課
長
補
佐

前

田

泰

子

（
出
納
室
室
長
補
佐
）

主

事

上

村

和

也（
福
祉
課
主
事
）

書

記

新

居

亮

介
（
新
規
採
用
）

異
動

四
月
一
日
付

異
動

一
月
一
日
付

教
職
員
人
事
異
動

平
成
十
九
年
四
月
一
日
付

（

）内
は
前
任
校

生
比
奈
小
学
校

校

長

吉

岡

正

治
（
横
瀬
小
学
校
）

教

諭

石
倉
美
枝
子
（
横
瀬
小
学
校
）

教

諭

枝

川

浩

子
（
福
井
小
学
校
）

教

諭

須

崎

雅

美
（
芝
田
小
学
校
）

教

諭

清

水

一

人
（
横
瀬
小
学
校
）

栄
養
教
諭

早

川

良

子

（
県
教
委
〔
ス
ポ
健
課
〕
）

横
瀬
小
学
校

校

長

小

島

唯

男
（
牟
岐
中
学
校
）

教

諭

高
橋
美
保
子
（
坂
野
小
学
校
）

教

諭

枝

川

弘

明
（
橘

小

学

校
）

養
護
教
諭

裏

田

桂

子
（
木
沢
小
学
校
）

助

教

諭

谷

江

良

一
（
勝
浦
中
学
校
）

勝
浦
中
学
校

校

長

長

町

達

也
（
海
部
中
学
校
）

教

諭

後
藤
田
順
子
（
小
松
島
中
学
校
）

教

諭

田

中

貴

之
（
石
井
中
学
校
）

事
務
主
任

角

尚

子
（
芝
田
小
学
校
）

助

教

諭

石

岡

幸

勝
浦
町
副
町
長
に
折
野
好
信
氏
が

新
し
く
選
任
さ
れ
ま
し
た

平
成
十
九
年
勝
浦
町
議
会
三

月
定
例
会
に
お
い
て
、
同
意
を

得
、
四
月
一
日
に
折
野
好
信
氏

（
徳
島
市
）
が
新
し
く
勝
浦
町

副
町
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

折
野
氏
は
、
徳
島
県
の
総
務
部
市
町
村
課
や
企
画
総
務
部

総
合
政
策
局
な
ど
の
要
職
を
経
て
、
本
町
の
副
町
長
と
し
て

就
任
し
ま
し
た
。
昭
和
三
十
六
年
生
ま
れ
で
若
々
し
く
、
優

秀
で
人
望
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
勝
浦
町
の
発
展
の
た
め
、

ご
尽
力
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

教
育
委
員
会

谷

川

滋

紀

看 護 師

福徳真由美
看 護 師

久 賀 智 代
総務税務課

北 内 章 広
産業建設課

新 居 亮 介

平成19年度 新規採用者を紹介します

國

清

一

治
（
議
会
事
務
局
）

幸

野

照

子
（
勝
浦
病
院
）

玉

置

守
（
産
業
建
設
課
）

鈴

木

倫

子
（
生
比
奈
保
育
所
）

宮

浦

富

雄
（
総
務
税
務
課
）

斎

雅

子
（
生
比
奈
保
育
所
）

町
職
員
退
職

平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
付
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催
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まちかど散歩みち

四
月
十
一
日
、
役
場
正
面
駐
車
場
に

お
い
て
青
色
回
転
灯
出
発
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

青
色
回
転
灯
と
は
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
す
る
際
、
パ
ト
ロ
ー
ル
車
の
上

部
に
つ
け
る
回
転
灯
で
す
。
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
は
、
青
少
年
健
全
育
成
・
通
学

路
の
安
全
確
保
、
犯
罪
・
事
故
・
災
害

等
の
被
害
の
未
然
防
止
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
安
全
に
対
す
る
関
心
の
向
上
、
パ

ト
ロ
ー
ル
に
参
加
す
る
こ
と
で
の
地
域

の
連
帯
感
を
高
め
る
、
地
域
の
犯
罪
抑

止
機
能
を
高
め
る
な
ど

の
目
的
で
行
っ
て
い
ま
す
。

★1.5キロ
（小学２ 年生以下男子）

５位 米 澤 俊 郎（６分48秒）

（小学３・４年生男子）

５位 米 澤 吉 郎（６分３秒）

９位 信 政 郁 弥（６分28秒）

10位 岡 本 脩 吾（７分４秒）

（小学５ ・ ６ 年生男子）

２位 戸 田 真 資（５分47秒）

３位 青 木 雄 椰（５分50秒）

４位 高 井 朋 也（６分24秒）

５位 小 原 祐 輝（６分25秒）

（小学２年生以下女子）

６位 西田さつき（８分15秒）

（小学３・４年生女子）

５位 岡 実奈美（７分37秒）

★３キロ
（小学生以下男子）

８位 金 沢 真 人（14分５秒）

９位 竹 村 哲 朗（14分12秒）

（中学生以上男子）

４位 新 開 祐 作（11分27秒）

５位 金 沢 尚 人（11分41秒）

（中学生以上女子）

３位 滝 花 美 咲（12分16秒）

★５キロ
（39歳以下男子）

１位 東 山 圭 佑（17分41秒）

（40歳以上男子）

５位 金 沢 豊 幸（31分19秒）

（60歳以上男子）

４位 松 下 滋 美（23分13秒）

（39歳以下女子）

１位 新 開 有 紗（23分57秒）

（40歳以上女子）

３位 新開美津子（28分22秒）

６位 稲井いさお（33分46秒）

７位 遠 藤 智 美（35分19秒）

★10キロ
（39歳以下男子）

４位 市 原 誠（40分19秒）

健
康
の
集
い
第
二
十
七
回
勝
浦
川
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
、
三
月
二
十
五
日
勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
中
心
と
し
た
コ
ー
ス
で
、
県
内
外
約
三

百
二
十
人
の
ラ
ン
ナ
ー
を
迎
え
て
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

昨
夜
か
ら
の
雨
も
ス
タ
ー
ト
時
に
は
上
が
り

ま
し
た
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
ぬ
か
る
む
な
ど
の

悪
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
な
か
各
ラ
ン
ナ
ー
は
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
懸
命
の
走
り
を
み
せ
ま
し
た
。

今
大
会
の
運
営
に
対
し
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
多
数
の
関
係
者
と
、
沿
道
で
ご
声
援
い

た
だ
い
た
方
々
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本町関係10位までの成績
第27回

健
康の集い

毎
年
十
一
月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
工
業
高
等

専
門
学
校
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
に
戎
野
由

展
さ
ん
（
阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
卒
業
）
が
二
〇
〇

四
年
、
二
〇
〇
五
年
に
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

戎
野
さ
ん
は
、
勝
浦
中
学
生
の
時
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ロ
ボ
ッ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
見
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
阿
南
工
業

高
等
専
門
学
校
を
志
望
さ
れ
ま
し
た
。
高
専
在
学
中
は
、

ロ
ボ
ッ
ト
研
究
部
に
所
属
し
、
切
磋
琢
磨
し
て
ロ
ボ
ッ

ト
作
り
に
励
み
、
二
〇
〇
四
年
全
国
高
専
ロ
ボ
ッ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
で
は
、
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
二
〇
〇
五
年
に

は
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、

機
械
工
学
科
で
の
優
秀
な
成
績
と
、
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
で
の
活
躍
が
評
価
さ
れ
、
平
成
十
八
年
度
の
卒
業

式
で
学
業
成
績
優
秀
賞
と
五
カ
年
皆
勤
賞
も
受
賞
さ
れ

て
い
ま
す
。

卒
業
後
は
、
大
学
に
編
入
学
し
、
い
つ
か
は
社
会
に
、

勝
浦
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
る

そ
う
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

祝
！
全
国
工
業
高
等
専
門
学
校

ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

２
期
連
続
出
場

勝
浦
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会

戎

野

由

展

さ
ん
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23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

坂

本

黄

檗

坂

本

松

尾

坂

本

三

部

与
川
内
宮
平

与
川
内
下
分

横

瀬

寺

谷

横

瀬

前

川

横

瀬

立

川

中

山

第

三

中

山

第

二

中

山

第

一

棚

野

大

谷

棚
野
石
倉
谷

久

国

星

谷

黒

岩

今

山

生

名

中

角

山

西

掛

谷

沼

江

石

原

集

落

名

森

本

友

章

大

亀

清

石

尾

治

美

押

栗

常

吉

高

木

忠

清

水

文

明

中

村

悟

溝

田

義

昭

溝

内

精

治

上

田

修

畑

名

耕

造

大

谷

昇

湯

浅

公

良

谷

寿

夫

森

内

智

谷

脇

恒

雄

田

中

潤

福

本

博

之

長

田

喜

広

上
白
川
敏
明

湯

浅

忠

男

松

下

滋

美

松

下

一

一

代

表

者

子
育
て
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
（
旧
沼
江
保

育
所
）
で
は
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、

国
際
感
覚
育
成
の
た
め
の
英
会
話
教
室
を
開

講
し
て
い
ま
す
。
新
規
受
講
生
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。
受
講
希
望
の
方
は
、
子
育

て
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
勝
浦
町
福
祉

課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
要
項

開
講
日

毎
週
土
曜
日

講

師

ト
ラ
ビ
ス

ア
ー
ロ
ン
フ
リ
ン
ク
さ
ん

（
ア
メ
リ
カ
コ
ロ
ラ
ド
出
身
）

受
講
料

月
額

二
、〇
〇
〇
円（
四
回
／
月
）

申
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ

子
育
て
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー

（
４
４
）２
０
２
６

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

中
山
間
地
域
は
流
域
の
上
流
部
に
位
置
す

る
こ
と
か
ら
、
中
山
間
地
域
の
農
業
・
農
村

が
持
つ
水
源
か
ん
養
、
洪
水
の
防
止
、
土
壌

の
浸
食
や
崩
壊
の
防
止
な
ど
の
多
面
的
機
能

に
よ
っ
て
、
下
流
域
の
都
市
住
民
を
含
む
多

く
の
国
民
の
財
産
、
豊
か
な
暮
ら
し
が
守
ら

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
中
山
間
地
域
で
は
、
過
疎
化
・

高
齢
化
が
進
む
中
で
自
然
的
・
経
済
的
・
社

会
的
条
件
の
不
利
性
か
ら
、
担
い
手
の
減
少
、

耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
に
よ
っ
て
、
多
面

的
機
能
が
低
下
し
、
国
民
全
体
に
と
っ
て
大

き
な
経
済
的
損
失
が
生
じ
る
こ
と
が
心
配
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
に

よ
っ
て
多
面
的
機
能
の
低
下
が
特
に
懸
念
さ

れ
る
中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
農
業
生
産
の

維
持
を
図
り
な
が
ら
、
多
面
的
機
能
を
確
保

す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
国
民
的
な
理
解
の

下
に
平
成
十
二
年
度
よ
り
「
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
」
が
実
施
さ
れ
、
平
成
十
七

年
度
か
ら
将
来
に
向
け
た
積
極
的
な
取
組
を

促
す
仕
組
み
に
改
善
さ
れ
再
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
は
、
中
山

間
地
域
の
農
振
農
用
地
に
お
い
て
、
あ
る
一

定
の
傾
斜
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
人
々
が

５
年
間
集
落
協
定
に
従
っ
て
農
地
を
守
っ
て

い
く
と
い
う
約
束
の
下
に
交
付
さ
れ
る
も
の

で
、
交
付
金
の
お
お
む
ね
二
分
の
一
が
集
落

の
共
同
取
組
に
、
残
り
の
二
分
の
一
が
耕
作

者
に
交
付
さ
れ
る
制
度
で
す
。

各
集
落
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
取
組
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

【
各
集
落
の
共
通
的
な
取
組
】

農
道
や
水
路
の
管
理
や
補
修
（
草
刈
り
・

用
水
ざ
ら
え
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
補
修
）

周
辺
林
地
の
下
草
刈
り
や
景
観
作
物
の
作

付
け
（
花
づ
く
り
）

鳥
獣
害
の
防
止
対
策
（
防
止
柵
の
設
置
・

捕
獲
檻
の
設
置
）

平
成
十
八
年
度
勝
浦
町
で
は
、
（
集
落
数

二
十
三
、
参
加
農
家
数
七
百
七
十
七
、
面
積

約
四
百
十
七
ha
、
交
付
金
額
約
四
万
四
千
六

百
五
十
六
千
円
）
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
平

成
十
九
年
度
か
ら
、
本
制
度
に
加
入
希
望
者

は
、
平
成
十
九
年
五
月
末
日
ま
で
に
、
各
地

区
の
集
落
代
表
者
を
通
じ
て
産
業
建
設
課
ま

で
申
し
込
み

集
落
協
定
に
参
加
さ
れ
ま
す

よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
集
落
代
表
者
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

英
会
話
教
室受

講
生
募
集
！

開講教室 開講時間

小学校
２～４年生

9:30～10:15

小学校１年生 10:30～11:15

キッズの部
（４歳以上児童）

11:30～12:10

小学校５･６年生 18:00～18:45

一般の部 19:30～20:30

平
成
十
九
年
度

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

参
加
者
募
集
に
つ
い
て

小学校との連携による体験農園
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催
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次
の
よ
う
に

第
三
回
新
緑
囲
碁
大
会
を

開
催
し
ま
す
。
多
数
ご
参
加
下
さ
い
。

主

催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
波
勝
浦
井
戸
端
塾

勝
浦

囲
碁
ク
ラ
ブ

日

時

五
月
二
十
日

午
前
九
時
～
午
後
五
時

会

場

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

二
階

会
議
室

参
加
資
格

勝
浦
町
在
住
者
お
よ
び
関
係
者

（
現
有
の
段･

級
位
確
認
し
ま
す
）

競

技

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

表

彰

優
勝
・
準
優
勝
・
第
三
位

賞
状
・
賞
品
授
与

会

費

一
、〇
〇
〇
円
（
昼
食
代
金
込
み
）

申
込
先

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
４
２
）３
３
０
０

参
加
締
め
切
り

五
月
十
六
日

新
緑

囲
碁
大
会
開
催

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
」

の
五
月
の
行
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
広
げ
、
親
も

子
供
も
気
軽
に
楽
し
め
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

日

時

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

対
象
者

〇
～
五
歳
児
（
家
庭
で
保
育
さ

れ
て
い
る
子
供
と
保
護
者
）

並
び
に
妊
婦
さ
ん

四
月
の
活
動
報
告

四
月
十
七
日
、
第
一
回
目
の
活
動
と
し

て
「
食
育
」
で
ち
ら
し
寿
司
と
苺
大
福
作

り
を
し
ま
し
た
。
簡
単
に
作
れ
、
し
か
も

お
い
し
い
と
好
評
で
し
た
。

★
四
月
か
ら
、
幼
稚
園
と
保
育
所
の
先
生

を
さ
れ
て
い
た
横
田
先
生
が
加
わ
り
育

児
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も
行
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
よ
り
楽
し
い
サ
ー
ク
ル
に

し
て
い
こ
う
と
お
も
っ
て
い
る
の
で
、

是
非
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４
４)

２
０
２
６

い
ち
ご
大
福
を
つ
く
る
参
加
者

食生活改善推進協議会では、食生活についての学習や

実習を通して健康づくりを広めていく食生活改善推進員

（通称：ヘルスメイト）を養成することを目的に、次の

とおり「ヘルスメイト養成講座」を開催します。すでに

ヘルスメイトに登録されている方だけでなく、健康づく

りやボランティア活動に関心のある方ならどなたでも受

講できます。受講された方はヘルスメイトに登録させて

いただきます。（年会費1,000円が必要です）

日時・場所 ５月17日
午前９時30分から午後２時30分

住民福祉センター２階

内 容 ・ヘルスメイトの活動紹介

・地産地消について

・食事バランスガイドについて

申 し 込 み ５月10日 までに、福祉課保健師まで

お申し込みください。（ 42-1502）

ヘルスメイト養成講座参加者募集!!

５ 月 の 行 事

29
日

22
日

18
日

15
日

８
日

１
日

自
由
遊
び

消
防
署
見
学

ハ
ッ
ピ
ー
の
体
操
の

先
生
を
招
い
て
リ
ト

ミ
ッ
ク
教
室

牛
乳
パ
ッ
ク
で

こ
い
の
ぼ
り
作
り

休
み

５月

×
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二
〇
三
〇
年
ご
ろ
ま
で
に
発
生
す
る
確
率

が
約
四
十
％
と
予
測
さ
れ
て
い
る
南
海
地
震

で
は
、
勝
浦
町
で
も
震
度
五
強
か
ら
震
度
六

弱
の
強
い
揺
れ
が
あ
る
と
徳
島
県
か
ら
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
地
震
被
害
を
少
な
く
す
る
た
め
の
対

策
と
し
て
、
町
内
の
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

と
耐
震
改
修
補
助
金
の
募
集
を
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
木
造
住
宅

耐
震
診
断

☆
昭
和
五
十
六
年
五
月
三
十
一
日
以
前
に

着
工
さ
れ
た
住
宅

☆
在
来
軸
組
工
法
、
伝
統
工
法
に
よ
り
建

築
さ
れ
た
住
宅
（
木
造
プ
レ
ハ
ブ
・
二

×

四
工
法
除
く
。）

☆
現
在
居
住
さ
れ
て
い
る
平
屋
、
又
は
二

階
建
て
の
住
宅
（
併
用
、
共
同
住
宅
等

も
含
む
。）

耐
震
改
修

☆
耐
震
診
断
結
果
が

〇･

七
未
満
と
総
合

判
定
さ
れ
て
、
改

修
に
よ
っ
て
一･

〇

以
上
の
総
合
判
定
と

な
る
木
造
住
宅

募
集
期
間

耐
震
診
断

五
月
一
日
～
三
十
一
日

耐
震
改
修

五
月
一
日
～
十
一
月
三
十
日

募
集
戸
数

耐
震
診
断

十
戸

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
、
少
数
の
場
合

は
、
募
集
期
間
後
は
先
着
順
と
な
り
ま
す
。）

耐
震
改
修

五
戸

（
募
集
期
間
内
で
先
着
順
と
な
り
ま
す
。）

概

要

耐
震
診
断

町
が
委
託
す
る
建
築
士
が
、
図
面
、
現

地
を
見
て
診
断
し
、
報
告
書
を
お
渡
し
し

ま
す
。

耐
震
改
修

申
請
者
が
建
築
業
者
に
、
改
修
工
事
を

発
注
し
、
工
事
完
了
後
に
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

負
担
額
・
補
助
額

耐
震
診
断
の
申
請
者
負
担
額

一
戸
建
て
の
場
合

三
千
円

共
同
住
宅
の
場
合

六
千
円

耐
震
改
修
の
補
助
金

耐
震
化
改
修
に
要
す
る
工
事
費
の
２
／
３

交
付
限
度
額
六
十
万
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

（
４
２
）１
５
０
１

平
成
十
八
年
十
二
月
議
会
に
お
い
て
勝
浦

町
税
条
例
が
改
正
さ
れ
、
前
納
報
奨
金
を
平

成
十
九
年
度
か
ら
廃
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
制
度
は
、
戦
後
の
混
乱
し
た
社
会
経

済
情
勢
を
背
景
に
、
納
税
意
識
の
高
揚
な
ど

を
目
的
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
初
の
目

的
は
達
成
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
勝
浦
町
の
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
、
増
加
傾
向
に
あ
る
前

納
報
奨
金
を
交
付
し
続
け
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
廃
止
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

な
お
、
前
納
報
奨
金
制
度
は
廃
止
し
ま
す

が
、
全
期
分
を
一
括
し
て
納
め
て
い
た
だ
く

「
全
納
」
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
き
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
総
務
税
務
課

（
４
２
）１
５
０
３

平
成
十
九
年
度

耐
震
診
断･
改
修
補
助
事
業

の
お
知
ら
せ

前
納
報
奨
金
制
度
の
廃
止

近畿かつうら ふるさと会では、５月27日 に総会と懇親交流

会を次のとおり開催する事になりました。

今年も昨年同様、会場を甲子園球場に隣接する「ノボテル甲子

園」で行います。例年ミニ同窓会、子どもの頃の遊び仲間の集い、

親戚の集い等さまざまな出会いがあり盛会です。

今年は１時間早く繰り上げて開催致します。

町民の皆さま方の積極的なご参加をお待ちしております。

なお当日は観光バスで勝浦町から会場まで送迎いたします。

日 時 ５月27日 午前11時30分～午後５時
受 付：午前11時～11時30分

総 会：午前11時30分～午後12時30分

講演会：午後12時30分～午後１時

講 師 大阪府済生会千里病院

院長補佐 藤井 昇氏

テーマ 「高齢化社会と医療」

懇親会：午後１時～５時 アトラクション

「やっこ連」阿波踊り教室

場 所 「ノボテル 甲子園」 阪神甲子園駅西口前

西宮市甲子園高潮町3-30 0798-48-1111

会 費 10.000円

その他 お申し込みは５月15日 までに産業建設課へ

お願い致します。 （42）1505 FAX（42）3028

近畿かつうらふるさと会だより
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催
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６月24日 投票日

６月19日 告示日

問い合わせ 勝浦町住民課内

勝浦町選挙管理委員会 （42）1501

15

役
場
福
祉
課
へ
届
出
が
必
要
で
す
。

持
参
す
る
も
の

健
康
保
険
証

老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
（
ピ
ン
ク
）

印
鑑

老
人
保
健
の
方
が

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て

け
が
を
し
た
際
、
老
人
保
健
を
使
用
し
て
治

療
を
受
け
る
場
合
は
、
役
場
へ
の
届
出
が
必

要
で
す
。
こ
の
場
合
、
老
人
保
健
が
あ
な
た

の
医
療
費
を
一
時
立
て
替
え
、
後
で
加
害
者

に
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

示
談
は
慎
重
に
！

先
に
加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ
た

り
、
示
談
を
済
ま
せ
て
し
ま
う
と
老
人
保
健

で
治
療
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

届
出
・
問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
福
祉
課

(

４
２)

１
５
０
２

春
公
演
は
今
秋
県
内
で
開
か
れ
る
「
第
二

十
二
回
国
民
文
化
祭
・
と
く
し
ま
二
〇
〇
七
」

の
プ
レ
事
業
で
す
。

人
形
浄
瑠
璃
と
邦
楽
演
奏
、
徳
島
邦
楽
集

団
団
員
玉
西
和
代
さ
ん
に
よ
る
三
木
稔
作
曲

オ
ペ
ラ
「
鶴
」
を

上
演
し
ま
す
。

日

時

五
月
十
九
日午

後
二
時
か
ら

場

所

勝
浦
町
大
字
沼
江

今
宮
神
社
境
内
（
小
雨
決
行
）

出

演

勝
浦
高
校
民
芸
部
、
勝
浦
座

徳
島
邦
楽
集
団

演

目

「
壺
坂
観
音
霊
験
記
」

「
伽
羅
先
代
萩

め
い
ぼ
く
せ
ん
だ
い
は
ぎ

」

邦
楽
演
奏

「
鶴
」

主

催

今
山
農
村
舞
台
保
存
会
、
勝
浦
町

入

場

無

料

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
教
育
委
員
会

（
４
２
）２
５
１
５

平成19年７月９日に任期が満了する勝浦町議会議

員の一般選挙が６月19日 告示、６月24日 に投票

が行われます。開票は、同日午後９時15分から町住

民福祉センターで行います。今回の選挙は、私たち

にとって最も身近な選挙の１つです｡

有権者のみなさんは、必ず投票に参加しましょう。

【投票時間】午前７時から午後８時まで

【期日前投票】

選挙当日、仕事や旅行などで町内にいない場合は、

告示日の翌日から選挙前日まで下記の場所・日時で

期日前投票ができます。

（場所）勝浦町役場住民課内 期日前投票所

（日時）６月20日から６月23日まで

午前８時30分から午後８時まで

※土曜日も投票できます。

【不在者投票】

県の選挙管理委員会が指定した病院や老人ホーム

などの施設に入院・入所している人は、その施設で

も不在者投票ができる場合があります。事前に病院・

施設等お申し出ください。

【郵便による不在者投票】

身体に重度の障害があり、法律に定められた障害

の程度に該当する方は、あらかじめ「郵便等投票証

明書」の交付を受けて、郵便等による不在者投票を

することができます。なお、この制度を利用する方

で、自ら投票の記載ができない方は、代理記載制度

があります。ただし、代理記載できる人は、選挙権

を有して、あらかじめ町選挙管理委員会委員長に届

出書を提出した方です。また、投票用紙等の交付の

請求は、選挙期日の４日前までに行う必要がありま

すので、ご注意ください。

【立候補予定者説明会】

６月１日 午前10時から勝浦町役場２階大会議室

で行います。この選挙で新しく選挙人名簿に登載さ

れる方は次のとおりです。

・昭和62年６月25日以前に生まれた人

・平成19年３月18日以前から引き続いて勝浦町内に住

所を有しており、公職選挙法に定められている欠格

事項に該当しない人

今
山
農
村
舞
台

春
公
演

老

人

保

健

健
康
保
険
証
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

勝浦町議会議員一般選挙
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ゆ
ず
り
合
い

笑
顔
で
走
ろ
う

阿
波
の
道

子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
を
重
点
に
、

「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
運
動
期
間
中
は
、
多
彩
な
交
通
安
全

行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
家
族
み
ん
な
で
、

こ
の
運
動
に
参
加
し
て
悲
惨
な
交
通
事
故
を

無
く
し
ま
し
ょ
う
。

期

間

五
月
十
一
日

～
二
十
日

ま
で
の
十
日
間

運
動
重
点

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

推
進
事
項

☆
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

横
断
中
の
子
ど
も
や
高
齢
者
お
よ
び
「
高

齢
運
転
者
マ
ー
ク
」
を
つ
け
た
車
両
に
は
、

思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
！

地
域
で
開
催
さ
れ
る
交
通
安
全
講
習
会
や

各
種
交
通
安
全
行
事
に
参
加
し
、
安
全
行
動

に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
！

☆
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

日
頃
か
ら
ブ
レ
ー
キ
や
タ
イ
ヤ
等
の
点
検

整
備
に
努
め
、
交
差
点
で
は
一
時
停
止
し
、

左
右
確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う
！

歩
道
等
の
通
行
時
は
、
歩
行
者
の
通
行
を

妨
げ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
自
転
車
の

無
灯
火
、
二
人
乗
り
、
傘
差
し
、
運
転
中
の

携
帯
電
話
使
用
は
、
自
分
だ
け
で
な
く
他
人

を
巻
き
込
む
大
変
危
険
な
運
転
で
す
。
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ

う
！町

内
の
各
地
区
の
花
壇
や
ゴ
ミ
の
集
積
所

周
辺
に
花
な
ど
を
植
え
つ
け
、
管
理
を
さ
れ

環
境
美
化
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
活
動
す
る
）
団
体
に
、
予
算
の
範

囲
内
で
事
業
費
の
一
部
を
助
成
い
た
し
ま
す
。

助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
団
体
は
、
住
民

課
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
う
え
、
五
月
末
日
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ（
申
請
）先

勝
浦
町
住
民
課

（
４
２
）１
５
０
１

勝
浦
町
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
を
進
め
る

た
め
、
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
補
助

制
度
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

生
ご
み
は
、
乾
燥
や
堆
肥
化
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
良
質
の
肥
料
と
し
て
利
用
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。

補
助
制
度
の
あ
る
こ
の
機
会
に
、
生
ご
み

の
有
効
利
用
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
下
さ

い
。

補
助
対
象
者

町
内
に
住
所
を
有
す
る
世
帯

肥
料
化
お
よ
び
減
量
化
さ
れ
た
も
の
を

処
理
で
き
る
方

補
助
金
の
額

一
世
帯
に
つ
き
一
台

購
入
額
の
２
／
３
（
千
円
未
満
端
数
切

捨
て
）。
た
だ
し
、
四
万
円
を
限
度
と

す
る
。

※
予
算
の
範
囲
内
で
の
交
付
と
な
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
購
入
計
画
書
及
び
交
付
申
請
書
等
を
提

出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
本
年
度
も
引
き
続
き
、
生
ご

み
処
理
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
）
の
半

額
補
助
制
度
を
行
な
い
ま
す
。

申
請
に
つ
き
ま
し
て
は
、
五
月
中
に

保
健
部
長
さ
ん
か
ら
回
覧
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

（
４
２
）１
５
０
１

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
徳
島
地
方
協
力
本
部

阿
南
地
域
事
務
所

０
８
８
４（
２
２
）６
９
８
１

環
境
美
化
花
づ
く
り

補
助
金
に
つ
い
て

生
ご
み
処
理
機
購
入

補
助
金
に
つ
い
て

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
始
ま
り
ま
す
！

平
成
十
九
年
度

自
衛
官
等
募
集
案
内

募集種目 募集人員 資 格 受付期間 試験期日

２
等
陸
・
海
・
空
士

男

子

参考（18年度）
陸 約4,760名
海 約1,260名
空 約1,740名

18歳以上
27歳未満の者

年間を通じて行っ
ております

受付時にお知ら
せします

女

子

８
月
採
用

参考（18年度）
海 約 50名

18歳以上
27歳未満の者

最寄りの地方協
力本部にお問い
合わせ下さい

３･

４
月
採
用

参考（18年度）
陸 約500名
海 約 80名
空 約150名

８月１日～
９月７日

９月24日・25日
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こ
の
補
助
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
勝
浦
川

な
ど
の
公
共
用
水
域
汚
濁
を
防
止
す
る
こ
と

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
家
の
新
築
時
は
も
ち

ろ
ん
、
増
改
築
時
等
に
も
摘
要
さ
れ
ま
す
。

対
象
地
域

横
瀬
地
区
農
業
集
落
排
水
施
設
の
処
理
区

域
を
除
く
全
町
域

補
助
対
象
者

居
宅
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
者

で
、
事
務
所
等
併
用
住
宅
に
あ
た
っ
て
は
、

住
宅
部
分
が
敷
地
面
積
の
２
分
の
１
を
越
え

て
い
る
こ
と
。
ま
た
建
築
基
準
法
又
は
浄
化

槽
法
の
規
定
に
基
づ
く
確
認
届
出
の
手
続
き

を
行
う
者

町
内
に
住
所
を
有
す
る
者
ま
た
は
転
入
を

予
定
す
る
者

申
込
方
法

勝
浦
町
住
民
課
へ
申
し
込
み
申
請
用
紙
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
は
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

（
４
２
）１
５
０
１

合
併
浄
化
槽
の

補
助
金
の
ご
案
内

補助金額

人槽区分 金額（千円）

５人 ３３２

６～７人 ４１４

８～10人 ５４８

犬の登録と狂犬病予防注射お知らせ

登録料 3,000円 注射料 3,000円

狂犬病予防注射は飼い主の義務です。必ず受ける
ようにしてください。

飼い犬は生涯に１回の登録と毎年１回の狂犬病予
防注射を受けましょう。

問い合わせ 勝浦町住民課 （42）1501

平成19年度 狂犬病予防注射日程表

月日 場 所 時 間

５

月

13

日

坂 本 郵 便 局 前 午後 １:00～１:10

JA 坂 本 事 業 所 前 １:15～１:25

与 川 内 消 防 詰 所 前 １:30～１:40

徳バス横瀬営業所前 １:45～１:55

J A 勝 浦 支 所 前 ２:00～２:10

中 山 消 防 詰 所 前 ２:15～２:25

勝 浦 会 館 ２:30～２:40

大 森 良 樹 さ ん 宅 南 ２:45～２:55

古 山 商 店 横 ３:00～３:10

J A 生 比 奈 支 所 前 ３:15～３:25

農 村 婦 人 の 家 ３:30～３:40

生 名 セ ン タ ー 前 ３:45～３:55

平成19年度の犬の登録と狂犬病予防注射を次の日

程で実施します。今年度はこれが最後ですので受け

ていない方は最寄りの場所で必ず受けてください。

時

間

午
前
九
時
三
十
分
～

十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

（
リ
ズ
ム
室
お
よ
び
園
庭)

対
象
者

０
歳
～
５
歳
児
（
家
庭
で
保

育
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者
）

生
比
奈
保
育
所
で
は
、
今
年
度
も
子

育
て
に
よ
る
悩
み
相
談
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。
一
人
で
悩
み
を
抱
え
ず
、
わ

ん
ぱ
く
教
室
に
お
越
し
に
な
ら
れ
て
気

楽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
ね
。
お
子
様
の

健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
共
に
楽
し
く

子
育
て
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
保
健
師
に
よ
る
相
談
も
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

育
児
相
談
日

日

時

平

日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

内

容

乳
幼
児
に
関
す
る
来
所
相
談

電
話
相
談

健
康
相
談
日

日

時

２
日

・
８
日

・
11
日

14
日

・
16
日

・
21
日

23
日

・
29
日

午
前
九
時
～
午
前
十
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

問
い
合
わ
せ

生
比
奈
保
育
所

(

４
２)

３
０
７
７

5月30日 5月23日 5月16日 5月9日

★
保
育
所
の
お
友
達
と
遊
び
ま

し
ょ
う

★
保
育
所
の
お
友
達
と
遊
び
ま

し
ょ
う

★
保
健
師
の
身
体
測
定
・
相
談

★
５
月
生
お
誕
生
会

★
保
育
所
の
お
友
達
と
遊
び
ま

し
ょ
う

★
保
育
所
の
お
友
達
と
遊
び
ま

し
ょ
う

★
「
母
の
日
」の
プ
レ
ゼ
ン
ト
づ
く
り

★
五
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

★
育
児
相
談･

健
康
相
談
の
予
定

子育て支援

センター事業

から
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勝
浦
町
担
当
の
行
政
相
談
委
員

高
橋
嗣

男
さ
ん
が
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
付
で
、

総
務
大
臣
か
ら
引
き
続
き
再
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

役
所
等
の
仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情
や
意
見
・

要
望
が
あ
る
方
は
、
行
政
相
談
委
員
へ
お
気

軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員

高

橋

嗣

男

さ
ん

住
所

浦
町
大
字
三
渓
字
上
小
川
三
七

（
４
２
）４
７
２
３

平
成
十
九
年
六
月
一
日(

金)

か
ら
印

鑑
の
登
録
や
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

の
制
度
が
変
わ
り
ま
す
。

最
近
全
国
的
に
虚
偽
の
申
請
や
第
三
者
に

よ
る
本
人
に
な
り
す
ま
し
に
よ
り
印
鑑
証
明

書
を
取
得
さ
れ
る
と
い
っ
た
事
件
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
止
し
、

住
民
の
財
産
や
個
人
情
報
を
守
る
た
め
、
印

鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
方
法
や
、
印
鑑
を
登

録
す
る
と
き
の
本
人
確
認
の
方
法
が
変
わ
り

ま
す
。印

鑑
登
録
証
を
交
付
し
ま
す

こ
れ
か
ら
は
、
印
鑑
登
録
し
た
人
に
は
、

登
録
番
号
が
記
録
さ
れ
た
印
鑑
登
録
証
を
交

付
し
ま
す
。

印
鑑
登
録
証
明
書
が
必
要
な
と
き
に
は
、

必
ず
こ
の
印
鑑
登
録
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。
印
鑑
を
持
参
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

印
鑑
登
録
証
の
提
示
が
な
け
れ
ば
、
印
鑑

登
録
証
明
書
の
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

代
理
人
に
印
鑑
登
録
証
明
書
の
受
け
取
り

を
依
頼
す
る
と
き
は
、
印
鑑
登
録
証
を
預
け

て
く
だ
さ
い
。
委
任
状
は
不
要
に
な
り
ま
す
。

印
鑑
を
登
録
す
る
と
き
の

本
人
確
認
の
方
法
が
変
わ
り
ま
す

印
鑑
を
登
録
す
る
と
き
、
次
の
二
つ
の
書

類
の
う
ち
一
つ
を
持
参
さ
れ
た
方
は
そ
の
場

で
登
録
で
き
ま
す
。

①
運
転
免
許
証
な
ど
官
公
署
の
発
行
し
た
本

人
の
写
真
入
の
身
分
証
明
書

②
申
請
者
本
人
と
面
識
の
あ
る
本
町
職
員
が

本
人
に
ま
ち
が
い
な
い
旨
を
証
し
た
書
面

こ
の
よ
う
な
書
類
を
も
っ
て
い
な

い
方
や
、
代
理
人
に
よ
る
印
鑑
登
録

の
申
請
の
と
き
は
、
登
録
申
請
者
に

対
し
文
書
で
本
人
の
意
思
に
よ
る
申

請
か
ど
う
か
を
照
会
し
、
後
日
そ
の

回
答
書
を
持
参
し
て
も
ら
う
こ
と
で

確
認
し
ま
す
。

こ
の
場
合
、
申
請
し
て
か
ら
印
鑑
登
録
証
、

印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
ま
で
に
数
日
か
か

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

継
続
登
録
に
つ
い
て

現
在
、
印
鑑
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
こ

の
ま
ま
継
続
し
て
登
録
さ
れ
る
方
は
、
六
月

一
日

以
降
に
、
次
の
も
の
を
役
場
窓
口
ま

で
持
参
し
て
い
た
だ
き
、
印
鑑
登
録
証
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
と
く
に
期
限
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
だ
け
早
く
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

◎
登
録
者
本
人
が
く
る
場
合

①
現
在
登
録
し
て
い
る
印
鑑

②
本
人
確
認
書
類

◎
代
理
人
が
く
る
場
合

①
現
在
登
録
し
て
い
る
印
鑑

②
本
人
が
自
書
し
登
録
印
を
押
し
た
委
任
状

③
代
理
人
の
印
鑑

（
認
め
印
可
、
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）

六
月
一
日（
金
）以
降
に
印
鑑
登
録
証
明
書

を
と
る
場
合
は
、
継
続
登
録
の
手
続
き
を
し

て
い
た
だ
き
、
印
鑑
登
録
証
の
交
付
を
受
け

て
か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
、
登
録
印
と
本
人

確
認
書
類
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
本
人
確
認
書
類
と
は
、
官
公
署
の
発
行

し
た
免
許
証
、
学
生
証
、
許
可
証
、
若

し
く
は
身
分
証
明
書
、
又
は
私
立
大
学

が
発
行
し
た
身
分
証
で
、
窓
口
に
来
ら

れ
る
方
の
写
真
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い

る
も
の
。
又
は
、
地
方
公
共
団
体
が
交

付
す
る
療
育
手
帳
、
身
体
障
害
者
手
帳
、

生
活
保
護
受
給
者
証
、
健
康
保
険
の
被

保
険
者
証
、
各
種
年
金
証
書
な
ど
。

※
詳
し
く
は
住
民
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

（
４
２
）１
５
０
１

印
鑑
の
登
録

印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

の
仕
方
が
変
わ
り
ま
す

行
政
相
談
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
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平
成
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
障
害
者
自
立

支
援
法
施
行
に
伴
い
障
害
者
相
談
支
援
事
業

（
身
体
・
知
的
・
精
神
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

勝
浦
町
で
は
、
専
門
員
が
配
置
さ
れ
て
い

る
指
定
相
談
事
業
者
へ
委
託
を
し
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

相
談
内
容

障
害
者
等
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

情
報
の
提
供
お
よ
び
助
言
そ
の
他
の
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支
援
等
、
必
要
な
支
援

を
行
い
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
そ
の
他
の

障
害
者
等
の
権
利
擁
護
の
た
め
必
要
な
助
言

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
が
自
立
し
た

日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

そ
の
他

右
記
以
外
の
日
時
で
も
電
話
等
の

相
談
も
受
付
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

社
会
福
祉
協
議
会

（
４
２
）４
６
５
２

障
害
者
相
談
支
援
事
業

～
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
～

日

時

５月10日

24日

31日

６月７日

21日

28日

場
所

福祉センター

１階研修室

気
象
庁
で
は
台
風
に
よ
る
被
害
の

防
止
・
軽
減
に
資
す
る
た
め
、
台
風

情
報
等
の
精
度
の
向
上
お
よ
び
内
容

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
県
民
の
皆
様

や
防
災
機
関
が
行
う
防
災
活
動
に
役

立
つ
情
報
と
す
る
た
め
、
台
風
予
報

の
時
間
間
隔
を
さ
ら
に
細
か
く
し
、

図
の
表
示
を
見
や
す
く
し
ま
す
。
ま

た
、
新
た
に
温
帯
低
気
圧
に
変
わ
り

つ
つ
あ
る
台
風
に
関
す
る
情
報
を
発

表
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
改
善
や
充
実

は
平
成
十
九
年
四
月
下
旬
か
ら
実
施

し
ま
す
。

主
な
改
善
や
充
実
点

一
、
日
本
付
近
で
は
二
十
四
時
間
先

ま
で
を
三
時
間
刻
み
に
予
報
し

ま
す
。

ニ
、
台
風
の
強
さ
の
目
安
と
し
て
最

大
瞬
間
風
速
の
情
報
を
追
加
し

ま
す
。

三
、
日
本
付
近
で
二
十
四
時
間
以
内

に
台
風
に
な
る
と
予
想
し
た
熱

帯
低
気
圧
の
情
報
を
発
表
し
ま

す
。

四
、
台
風
か
ら
温
帯
低
気
圧
に
変
わ
っ

て
も
引
き
続
き
警
戒
が
必
要
な

場
合
に
は
、
「
温
帯
低
気
圧
の
性

質
を
持
つ
台
風
情
報
」
と
し
て

発
表
し
ま
す
。

五
、
暴
風
域
に
入
る
確
率
の
分
布
図

を
発
表
し
ま
す
。

気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
表
示

す
る
「
二
十
四
時
間
先
ま
で
の
三
時

間
刻
み
の
予
報
」
と
「
暴
風
域
に
入

る
確
率
の
分
布
図
」
の
表
示
例
を
示

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

徳
島
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

０
８
８（
６
２
６
）０
６
７
６

台
風
情
報
を

・

し
ま
す
！

改
善

充
実
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ねんきん定期便（35歳通知）のお知らせ

平成20年度から本格実施する「ねんきん定期便」の一部前倒しとして、保険料を継続して納

付していただくことにより25年の加入期間を満たすことができる年齢である35歳になられた方

を対象に、年金加入記録のお知らせ（35歳通知）の送付を開始しております。

■送付対象者 平成19年４月２日以降に35歳になられる方

■お知らせする内容

年金加入履歴（加入制度、事業所名称等、資格取得・喪失年月日、加入月数）

国民年金の納付月数、免除等の月数

厚生年金の加入月数等

共済組合等の加入月数

就職や退職、結婚などで加入者の種別が変わったときは、14日以内に手続をすることが必要

です。届け出をしなかったために、将来の年金額等に影響が出る場合がありますので、必要な

手続は早急に済ませましょう。

■国民年金の加入者は３つの種別で分けられます

第１号被保険者………自営業、学生など（第２号、第３号被保険者以外の方）

第２号被保険者………会社員などの厚生年金保険・共済組合等の加入者

第３号被保険者………会社員など（第２号被保険者）に扶養されている配偶者

■種別が変わるときには届け出が必要です

国民年金の手続き（ ）はお済みでしょうか？種別・変更

現在の種別 種 別 の 変 わ る 理 由 変更後の種別 必要な届け出 届け出先

第 １ 号

就職して厚生年金か共済組合に加入した 第２号 資格喪失届 事業所

会社員と結婚して被扶養配偶者になった 第３号 種別変更届 事業所

夫が就職して、被扶養配偶者になった 第３号 種別変更届 事業所

第 ２ 号

転職して自営業になった
（被扶養配偶者も第１号被保険者になります）

第１号
資格取得届

（種別変更届）
市町村役場

会社を退職して自営業者の妻になった 第１号 資格取得届 市町村役場

会社を退職して会社員の被扶養配偶者になった 第３号 資格取得届 事業所

第 ３ 号

夫が会社を退職した 第１号 種別変更届 市町村役場

会社員の夫と離婚した 第１号 種別変更届 市町村役場

収入が増え、被扶養配偶者でなくなった 第１号 種別変更届 市町村役場

夫が亡くなった 第１号 種別変更届 市町村役場

会社に就職して被扶養配偶者でなくなった 第２号 資格喪失届 事業所

夫が転職し、厚生年金から共済組合または共済組
合から厚生年金に変わった

第３号 種別確認届 事業所

未 加 入
会社などに勤めていない人 第１号 資格取得届 市町村役場

20歳未満で就職し、厚生年金か共済組合に加入した 第２号 届出不要 ―

※妻が会社員などで、夫がその被扶養配偶者のときは、「妻」と「夫」を読み替えてください。
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この制度は、世帯主＋その世帯の被保険者の合計所得33万＋（35万×被保険者数）の条件を満たして

いる世帯の均等割額と平均割額の合計の20％が減額される制度です。

該当する世帯には、申請書を送付しますので記入・押印のうえ、締め切り日までに勝浦町総務税務

課へ提出してください。提出がない場合は、軽減が受けられませんのでご注意ください。なお、７割・

５割軽減につきましては、申請は必要ありません。

※各軽減は、平成18年中の所得申告を済ませていないと受けることができません。

まだ申告をされていないかたは、必ず、申告を行ってください。

国民健康保険税２割軽減制度について

40歳から64歳の介護保険料は、国保税として徴収します。

保健事業費 4,864千円

歳 出

859,928
千円

保険給付金

（医療費等）
467,519千円

老人保健
拠出金等

123,348千円

予備費

100,000千円

その他

113,504千円

介護納付金 33,462千円

総務費 17,231千円

歳 入

859,928
千円

国民健康保険税

182,679千円

国県支出金
276,675千円

繰越金
172,716千円

交付金
187,093千円

その他 665千円

一般会計繰入金 40,100千円

平成19年度

国民健康保険被保険者証の

更新をまだ済まされて

いない人は、旧保険証を

ご持参の上、勝浦町総務税務課

までお越しください。
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指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

（
中
角
）
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫

５
月
５
日

午
前
９
時
ま
で

（
横
瀬
）
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫

５
月
12
日

午
前
９
時
ま
で

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

①
段
ボ
ー
ル

厚
手
の
菓
子
箱
等
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

②
新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
古
本
・
雑
誌
・
紙

包
装
紙
な
ど
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

同
じ
種
類
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は

破
っ
て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ

ひ
も
で
縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
勝
浦
町
住
民
課

(

４
２)

１
５
０
１

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
勝
浦
を
考
え
る
会
」

古
紙
の
回
収
に
ご
協
力
を
！

ビン（無色･茶色･その他）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

８日

（火）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ご み フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

15日

（火）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

中 山 集 会 所 前

22日

（火）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ごみフェンス横

29日

（火）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ごみフェンス横

井 上 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

７日

（月）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

14日

（月）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

消 防 詰 所 横

21日

（月）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

浜 正 幸 さ ん 宅 西

大 井 堰 碑 の 前

28日

（月）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ペットボトル・白色トレイ収集日程表
収集日 地 区 備 考

10日 ・24日 旧生比奈
原則第１・３木曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

11日 ・25日 旧 横 瀬
原則第１・３金曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

不用犬
引き取り日

８日 ･22日

※登録している犬の場合は
印鑑と鑑札が必要です。

��
��������

��

����
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日常生活における歩数 目標値：男性 9,200歩 女性 8,300歩

ウォーキングのすすめ

酸素をたくさん使って、長時間続けられる全身運動を有酸素運動といいます。健康増進や身体機能

の向上がもたらされる運動ですが、なかでもウォーキングは子供から高齢者まで誰にでも簡単にでき

る有酸素運動としておすすめです。

ただし、心臓に病気のある人は、運動してもよいか、まず主治医に相談してから行ってください。

運動を心がけよう糖尿病
シリーズ 予防の実践②

糖尿病の発症と運動との関連についてはさまざまな研究が行なわれ

ていますが、いずれも身体的活動の増加や休日の運動は糖尿病の発症

を低下させるという確実な結果が出ています。１日の生活の中で消費

されるブドウ糖の約８割は筋肉で利用されますが、運動中は筋肉が最

もブドウ糖を取り込みやすくなっている状態です。それに加え、インスリンも効きやすくなる

ので、運動をすると血糖値が下がることになります。また、運動は心肺機能を高め、心筋梗塞

や動脈硬化などの病気の予防や、頭脳の活性化、ストレスの解消にも効果をもたらします。

運動は糖尿病を
予防します!!

背筋を伸ばし、視線は

まっすぐ。腕を元気よく

振って、息がはずむ

くらいのスピードで。

適切なスピードは、

男性で１分間に100ｍ、

女性で90ｍが望ましい。

最初は５分くらいから、

慣れてきたら１回20分以上、

１万歩を目標に。

週３回は行うようにし、

運動の前と後には、準備

・整理体操を忘れずに。

ウォーキングをするときは

ウォーキングの効果

心臓・肺などの循環器系に無理な負担をかけず、心肺機能を高めます。

血圧が下がり、血糖のコントロールが良くなります。

筋肉や関節を痛めたりすることがありません。

肥満の予防・解消に役立ちます。

善玉コレステロールが増えて、悪玉コレステロールが減ります。

骨粗鬆症
こつそしょうしょう

の予防になります。

ストレス・不眠や腰痛・肩こりの解消になります。



平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

24

の保健行事
日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの

10 木
ふ れ あ い 教 室

健 康 相 談
９:30～14:00

沼江コミュニ

ティセンター
乳幼児とその家族 健康手帳

17 木
ヘルスメイト養成講座 ９:30～14:30 住 民 福 祉

セ ン タ ー
受講希望者並びに
ヘルスメイト食生活改善推進協議会総会 14:40～15:30

18 金 ３ 歳 児 健 康 診 査 13:00～14:00
農村環境改善

セ ン タ ー

平成15年11月１日から

平成16年２月29日まで
に生まれた子

問診票

母子健康手帳

20 日 ふ れ あ い 教 室 ９:30～14:00 棚 野 集 会 所 乳幼児とその家族

22 火 健 康 相 談 10:00～11:00 勝 浦 会 館 住民 健康手帳

25 金
離 乳 食 講 習 13:00～13:30 農村環境改善

セ ン タ ー

平成18年11月１日から
平成19年３月31日まで

に生まれた子

母子健康手帳
乳 児 健 康 診 査 13:30～14:00

６／４ 月 ポリオ生ワクチン 13:00～13:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成11年12月５日から
平成19年３月４日まで

に生まれた子

予診票
母子健康手帳

予防接種手帳

ん な 健の 康み

定期予防接種について、これまで接種対象者は住所地市町村の医療機関で受けることになっていまし

たが、平成19年４月１日から接種機会を拡大し、未接種者を減らすことにより、感染症の流行や蔓延の

防止を図るため広域化で実施することになりました。定期接種対象者は、住所地以外の医療機関（広域

化に賛同した医療機関）においても接種することができます。接種希望者は、役場福祉課保健師にお問

い合わせください。

勝浦病院も広域化の対象となり、４月１日から下記のとおり通年で予防接種ができます。

"勝浦病院における定期予防接種について"

※徳島県広域化予防接種は、予防接種法の接種以外は任意接種になりますのでご注意ください。

◎ポリオ予防接種については、集団接種で行います。（６月４日と10月予定）

予 防 接 種 の広域化について

【問い合わせ】 勝浦町福祉課 保健師 42－1502

接種料金

ワクチン名 定期接種 任意接種（自己負担）

①ＢＣＧ

②ジフテリア・破傷風二種混合

③ジフテリア・百日咳・破傷風三種混合

④日本脳炎

⑤麻しん・風しん混合

無 料

5 , 0 0 0円

4 , 5 0 0円

5 , 5 0 0円

5 , 0 0 0円

9 , 9 5 0円

実 施 月 通年（４月～３月）

接 種 予 約
希望日の１週間前に電話で予約をしてください。予約の申し込み時間は

月～金曜日の午後３時～５時 勝浦病院 （42）2555

内容と時間

月 曜 日 金 曜 日

小児科
午前10時～

午後３時

①ＢＣＧ

②ジフテリア・破傷風二種混合

①ジフテリア・百日咳・破傷風

三種混合
②日本脳炎

③麻しん・風しん混合
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糖
尿
病
教
室
、
五
月
は
次
の
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
に
つ
い

て
の
基
礎
知
識
や
食
事
・
薬
な
ど
わ

か
り
や
す
く
説
明
を
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

場

所

勝
浦
病
院
二
階

研
修
室

時

間

午
後
二
時
か
ら
一
時
間
程
度

費

用

無
料
で
す

そ
の
他

申
込
み
は
不
要
で
自
由
参
加

で
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
病
院

（
４
２
）２
５
５
５

※
四
月
広
報
で
お
知
ら
せ
し
た
整
形

外
科
の
休
診
日
が
変
更
に
な
り
、

五
月
の
休
診
日
は
二
十
四
日

の

み
と
な
り
ま
し
た
。

５月の予定（いずれも火曜日）

日 担 当 内 容

８日 内科医師 糖尿病について

15日 坂口栄養士 食事について

22日 正瑞薬剤師 薬について

29日 亀山看護師長 一般生活と運動

勝
浦
病
院

だ
よ
り

ビ
ル
シ
ヤ
ナ
の
ピ
カ
ピ
カ
光
遍
路
か
な

桜
吹
雪
意
地
が
次
第
に
天
の
花

与
川
内

宇

宙

光

蕾
な
る
し
だ
れ
桜
や
紅
濃
か
り

つ
ぎ
に
逢
う
ま
で
の
は
る
け
さ
桐
の
花

横
瀬

日
下
智
世
子

ラ
ン
ド
セ
ル
背
負
う
し
笑
顔
一
年
生

梅
桜
季
節
忘
れ
ず
咲
き
ほ
こ
る

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

峠
道
夫
と
見
上
げ
る
桜
か
な

石
段
を
一
歩
一
歩
と
春
の
音

星
谷

上

岡

久

子

花
冷
え
の
夜
半
に
響
き
し
メ
ー
ル
音

芽
吹
く
木
々
天
に
さ
さ
や
き
夜
半
の
星

生
名

石

田

白

萩

雪
洞
の
水
面
に
映
え
て
朧
月

鴬
に
目
覚
て
庭
で
深
呼
吸

生
名

小

西

典

子

離
れ
て
は
組
み
て
は
流
れ
花
筏

行
く
あ
て
の
無
き
靴
磨
き
春
惜
し
む

生
名

丸

山

香

月

お
鯉
さ
ん
背
中
を
丸
め
て
花
舞
台

弘
法
の
足
跡
辿
る
花
遍
路

中
角

岡
本
ハ
ツ
ヱ

生
き
伸
び
て
花
咲
く
春
に
逢
を
ま
つ

一
枝
の
白
梅
頬
を
す
り
よ
せ
て

掛
谷

駒
津
こ
つ
ゆ

ひ
な
菓
子
を
土
産
に
友
の
見
舞
く
る

喉
飴
の
ゆ
っ
く
り
と
け
て
春
の
風
邪

沼
江

大

川

冨

枝

木
々
の
芽
や
雨
呼
ぶ
山
の
風
匂
う

民
宿
の
朝
食
や
若
葉
風
入
れ
て

沼
江

中
井
清
二
郎

花
冷
の
書
院
に
人
の
居
る
気
配

中
山

山

下

房

夫

春
風
に
乗
っ
て
黄
砂
の
昨
日
今
日

花
冷
に
焚
火
囲
ん
で
花
見
酒

坂
本

新

居

和

子

種
蒔
や
去
年
の
日
記
開
け
て
み
る

髪
長
き
一
人
遍
路
や
春
の
風

坂
本

新

居

晋

種
蒔
き
を
す
ま
し
老
農
一
安
堵

さ
っ
そ
う
と
花
冷
を
行
く
ニ
ュ
ー
モ
ー
ド

坂
本

仙

才

良

子

貴
女
さ
ま
モ
ン
ロ
ー
で
す
か
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

花
冷
も
何
の
そ
の
か
な
花
見
酒

坂
本

新

居

清

治

花
冷
や
川
井
峠
の
枝
垂
れ
花

磯
遊
び
妻
に
や
り
た
い
桜
貝

坂
本

山

口

昭

市

落
人
の
末
裔
峡
に
種
を
蒔
く

そ
れ
ぞ
れ
の
弁
当
広
げ
磯
遊
び

坂
本

新

居

雄

彦

指
先
の
感
覚
た
し
か
種
を
蒔
く

花
冷
や
奥
の
千
本
遠
眺
め

坂
本

池

谷

武

久

原
句
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。

こ
の
俳
句
欄
は
特
定
の
会
員
制

で
は
な
く
、
町
民
だ
れ
で
も
随
意

に
投
句
で
き
ま
す
。
ま
た
作
品
に

優
劣
や
順
位
を
つ
け
た
り
、
添
削

等
も
一
切
し
ま
せ
ん
。
多
数
投
句

し
て
く
だ
さ
い
。

次
回
作
品
募
集

五
月
五
日
締
め
切
り短

歌
一
人
一
首

六
月
一
日
締
め
切
り川

柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

５月～10月にかけてはマムシの出没期です。もし、マムシにかまれたら

応急処置をして、一刻も早く医師の診断を受けましょう。

☆傷口より心臓に近いところを強くしばる。

☆15分に１回は、しばりを解いて血液を通し、またしばる。
応急処置

血清の

保管場所

マムシに

かまれたら

勝 浦 病 院 （勝浦町棚野） （42）2555

福原診療所 （上勝町福原） （46）0302

上勝町診療所 （上勝町正木） （44）5010

※月･水は午後１時～５時、金は午前10時30分～午後１時、その他は休診

わたしの
作品
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私
は
、
小
学
校
二
年
生
ま
で
の
間
、
周

り
か
ら
暗
い
と
言
わ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。

他
の
子
た
ち
は
、
み
ん
な
と
仲
良
く
で
き

て
い
る
の
に
、
私
に
は
そ
れ
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
自
分
も
誰
か
と
遊
び
た
か
っ

た
の
で
す
が
、
み
ん
な
と
つ
な
が
る
き
っ

か
け
が
分
か
ら
ず
、
い
つ
も
独
り
ぼ
っ
ち

で
絵
を
描
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
せ
い
か
、

周
り
の
友
達
か
ら
「
ウ
ザ
い
。
学
校
に
来

る
な
。
」
な
ど
と
言
わ
れ
、
と
て
も
つ
ら

か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
辛
く
苦
し

い
の
と
、
周
り
が
怖
い
の
と
で
、
私
の
心

は
真
っ
暗
に
な
り
ま
し
た
。

日
々
、
周
り
か
ら
の
「
言
葉
の
凶
器
」

に
傷
つ
け
ら
れ
た
り
、
変
に
笑
わ
れ
た
り

す
る
こ
と
で
、
私
の
心
も
体
も
ズ
タ
ズ
タ

に
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ

が
だ
ん
だ
ん
積
み
重
な
っ
て
い
く
う
ち
に
、

「
私
っ
て
ほ
ん
ま
に
生
き
と
っ
て
も
意
味

な
い
な
。
生
き
て
い
て
も
辛
い
だ
け
な
ら
、

死
ん
だ
方
が
い
い
。
死
ん
だ
方
が
楽
に
な

れ
る
。
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
そ
う
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
、

自
分
で
自
分
を
追
い
詰
め
て
い
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
、
と
う
と
う

私
は
思
い
あ
ま
っ
て
、「
母
が
い
つ
も
飲
ん

で
い
る
血
圧
の
薬
を
飲
ん
で
死
の
う
。
」

と
、
母
の
薬
箱
か
ら
こ
っ
そ
り
薬
を
持
ち

出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
し
た
。
母
が
大
切

に
し
て
い
た
薬
だ
っ
た
の
で
、
た
く
さ
ん

の
め
ば
死
ね
る
か
と
思
い
、
勉
強
机
の
引

き
出
し
に
ひ
そ
か
に
隠
し
て
い
ま
し
た
。

引
き
出
し
を
開
け
て
は
、
薬
を
飲
も
う

か
ど
う
か
思
い
悩
ん
で
い
た
あ
る
日
、
私

は
母
と
一
緒
に
い
つ
も
の
よ
う
に
テ
レ
ビ

を
見
て
い
ま
し
た
。
人
の
命
に
関
す
る
番

組
で
し
た
。
番
組
が
終
わ
っ
た
後
に
、
母

は
私
に
次
の
よ
う
な
こ
と
を
言
い
ま
し
た
。

「
世
の
中
に
は
、
生
き
た
く
て
も
生
き
ら

れ
な
い
人
が
い
る
。
生
き
ら
れ
る
の
に
、

死
を
選
ぶ
の
は
、
そ
の
人
た
ち
に
失
礼
な

こ
と
だ
。
だ
か
ら
、
人
は
ど
ん
な
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
生
き
ら
れ
る
限
り
生
き
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
」
そ
の
言
葉
を
聞
き
、

私
は
、
自
分
が
と
ん
で
も
な
い
こ
と
を
し

て
い
る
と
気
づ
き
、
薬
を
元
の
場
所
に
戻

し
ま
し
た
。
な
ぜ
母
が
、
急
に
こ
の
よ
う

な
話
を
私
に
し
た
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
私
の
悩
ん
で
い
る
様
子
か
ら
、
私
の

思
い
を
察
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

実
は
、
母
の
こ
の
言
葉
に
は
、
と
て
も

重
く
深
い
意
味
が
あ
る
の
で
す
。
私
に
は
、

私
が
生
ま
れ
る
前
に
、
一
人
の
兄
が
い
ま

し
た
。
そ
の
兄
は
、
生
ま
れ
つ
き
思
い
心

臓
病
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

医
師
や
家
族
の
必
死
の
看
病
も
む
な
し
く
、

四
歳
と
い
う
短
い
命
で
こ
の
世
を
去
り
ま

し
た
。
最
愛
の
我
が
子
を
亡
す
と
い
う
辛

さ
を
味
わ
っ
た
母
の
こ
の
言
葉
に
は
、
一

つ
の
命
の
尊
さ
や
、
命
へ
の
深
い
思
い
が

詰
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
今
で
も
、
そ
の

時
の
母
の
説
得
力
の
あ
る
言
葉
や
、
真
剣

な
表
情
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

母
の
こ
の
言
葉
の
お
か
げ
で
、
私
は
自
分

の
間
違
っ
た
考
え
に
気
づ
き
、
何
が
あ
っ

て
も
く
じ
け
る
こ
と
な
く
、
強
く
生
き
て

い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
以
後
、
私
は
周
り
が
言
う
「
暗
い
」

自
分
と
さ
よ
な
ら
す
る
こ
と
を
決
意
し
、

母
の
言
葉
を
支
え
に
勇
気
を
出
し
て
、
み

ん
な
に
話
し
か
け
ま
し
た
。
声
を
か
け
よ

う
と
す
る
と
全
身
が
震
え
、
声
が
う
ま
く

出
ず
、
か
す
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

初
め
は
驚
い
て
い
た
み
ん
な
も
、
少
し
ず

つ
で
す
が
話
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、

徐
々
に
、
み
ん
な
と
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
が
で
き
た
の
で
す
。
そ
ん
な
中
で
、
、

今
ま
で
の
私
に
は
、
自
分
を
分
か
っ
て
も

ら
う
努
力
や
、
相
手
を
分
か
ろ
う
と
す
る

努
力
が
足
り
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
た
。
友
達
に
自
分
の
こ
と
を
理
解
し
て

も
ら
え
た
り
、
友
達
の
こ
と
を
理
解
で
き

る
と
、
友
達
へ
の
見
方
が
変
わ
り
、
私
自

身
が
豊
か
に
な
り
広
が
っ
て
い
く
喜
び
を

味
わ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
、
私
は
中
学
三
年
生
で
す
。
あ
の
時
、

命
を
絶
た
な
か
っ
た
お
か
げ
で
、
私
に
は

た
く
さ
ん
の
信
頼
で
き
る
友
達
が
で
き
ま

し
た
。
今
に
な
っ
て
、
や
っ
と
気
づ
い
た

の
で
す
が
、
私
の
周
り
に
は
失
い
た
く
な

い
大
切
な
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
自
ら

の
命
を
絶
つ
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
人
た

ち
を
裏
切
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
私
た

ち
の
周
り
に
い
る
人
達
の
、
た
く
さ
ん
の

優
し
さ
や
思
い
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に

も
、
私
は
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
。

し
か
し
、
悲
し
い
こ
と
に
私
た
ち
の
周

り
に
は
「
い
じ
め
」
が
原
因
で
、
私
よ
り

も
っ
と
辛
い
思
い
を
し
て
い
る
人
が
今
も

な
お
い
る
の
で
す
。

私
は
そ
の
人
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。
考
え
た
結
果
、
小
学
二
年
生

の
頃
、
私
が
周
り
の
友
達
に
一
番
し
て
ほ

し
か
っ
た
「
声
か
け
」
が
私
に
で
き
る
こ

と
で
し
た
。
自
分
の
体
験
か
ら
、
何
で
も

な
い
些
細
に
見
え
る
こ
と
の
中
に
鍵
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
今
、
自
分
の
で

き
る
こ
と
か
ら
勇
気
を
出
し
て
、
「
い
じ

め
」
に
立
ち
向
か
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

徳
島
地
方
法
務
局
・
徳
島
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
平
成
十
八
年
度
全
国
中
学

生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大
会

入
賞
作
品
集
よ
り

生
き
る
こ
と



平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

27

覚悟の人－小栗上野介忠順伝－ 佐 藤 雅 美

わが人生の歌がたり－昭和の哀歓－

五 木 寛 之

となりの姉妹 長野まゆみ

帝都幻談 上・下 荒 俣 宏

桂昌院藤原宗子 竹田真砂子

朝日のようにさわやかに 恩 田 陸

ドラマデイズ 吉野万理子

千年樹 萩 原 浩

家計簿の中の昭和 沢 地 久 枝

円朝芝居噺 夫婦幽霊 辻 原 登

西遊記 上 平 岩 弓 枝

高松塚古墳は守れるか 毛 利 和 雄

新着図書の一部紹介

逃げて、逃げて、逃げのびた

ら、私はあなたの母になれるだ

ろうか ― 理性をゆるがす愛が

あり、罪にもそそぐ光があった。

家族という枠組みの意味を探る、

著者初めての長篇サスペンス。

角 田 光 代

八日目の蝉

平成18年度の図書館利用者数は27,215人です。

県立図書館との連携を密にして皆さまのご要

望に応じられるよう務めていきたいと思ってお

ります。

本年度もなお一層ご利用くださいますようお

願い申し上げます

平成18年度 図書館利用状況

開
館
日
数

利 用 者 数 貸 出 冊 数

月 当 月 累 計 １日平均 当 月 累 計 １日平均

4 25 2,260 － 91 2,904 － 117

5 25 2,269 4,529 91 2,950 5,854 118

6 25 2,231 6,760 90 2,845 8,699 114

7 26 2,682 9,442 104 3,216 11,915 124

8 26 3,066 12,508 118 3,599 15,514 139

9 25 2,276 14,784 92 3,029 18,543 122

10 25 2,142 16,926 86 2,493 21,036 100

11 25 2,150 19,076 86 2,814 23,850 113

12 23 1,981 21,057 87 2,395 26,245 105

1 23 1,992 23,049 87 2,414 28,659 105

2 23 2,025 25,074 89 2,581 31,240 113

3 26 2,141 27,215 83 3,043 34,283 118

開
館
日
数

ＶＴＲ貸出 Ｃ Ｄ 貸 出 貸 出 合 計

月 当 月 累 計 当 月 累 計 当 月 累 計

4 25 640 － 47 － 3,591 －

5 25 621 1,261 39 86 3,610 7,201

6 25 621 1,882 41 127 3,507 10,708

7 26 616 2,498 46 173 3,878 14,586

8 26 765 3,263 6 179 4,370 18,956

9 25 591 3,854 50 229 3,670 22,626

10 25 490 4,344 48 277 3,031 25,657

11 25 547 4,891 44 321 3,405 29,062

12 23 426 5,317 51 372 2,872 31,934

1 23 464 5,781 56 428 2,934 34,868

2 23 518 6,299 79 507 3,178 38,046

3 26 557 6,856 87 594 3,687 41,733

★おはなし会

27日 午後２時から

図書館幼児室

※小さなお子様を対象にした紙芝居の読

み聞かせです。ぜひいらして下さい。

★図書館が閉っている時の返却本は玄関
横のブックポストに入れてください

５
月
の
行
事

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

１３１４１５１６ １７ １８ １９

２０２１２２２３ ２４ ２５ ２６

２７２８２９３０ ３１

○県立図書館協力巡回日 ○休館日

美馬美登さん（横瀬）から本人執筆

の『心を育てる教育』・『心と健康』

をご寄贈していただきました。

ご寄贈くださいました
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人 口（平成19年３月31日現在）

世帯数 2,148戸
男性 3,054人
女性 3,299人
計 6,353人

出生 男 ０人 女 ２人 計 ２人
死亡 男 ３人 女 ４人 計 ７人
転入 男 ４人 女 12人 計 16人
転出 男 13人 女 15人 計 28人

ホームページアドレス http://www.town.katsuura.lg.jp E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp

善意ありがとうございました
（３月16日～４月15日）

谷 本 浩 さん（中山） 森 内 智 さん（星谷）

以上の方から善意銀行に善意がよせられま

した。ありがとうございました。

おくやみ申します

大字三溪字西岡 酒井サカヱ（92歳）

◎大正琴は初心者コースもあります。

◎申し込みをされていない方でもご参加ください。

◎問い合わせ先 勝浦会館 （42）3305

近隣地域との交流事業として、今月も各種講座を

開講いたします。 〔場 所〕勝浦会館

教室名 実 施 日 時 間

生け花 ７ ・28 午後 7:30～9:30

大正琴 24 ・31
午後 1:00～3:00
午後 7:00～9:00

歌 謡 ７ ・31 午後 7:30～9:30

陶 芸 24 午後 7:30～9:30

５月 交流講座ご案内

日 時 ５月11日 ・18日 ・25日
午後１時～４時30分

場 所 勝浦町住民福祉センター１階

相談内容 人権・行政・厚生・福祉

※平日でも受付しておりますので、お気軽にお問
い合わせください。 (42)4652

心 配 ご と 相 談

日 時 ５月10日 午後１時30分～４時30分
場 所 勝浦町農村環境改善センター１階 相談室

持参物 年金を受給していない方 年金手帳

年金を受給している方 年金証書

出張年金相談の廃止について

社会保険庁の新組織への移行に伴う事務処理体

制の見直しにより、毎月行なわれておりました、

出張年金相談所が、６月末をもって廃止されるこ

ととなりました。今後は、社会保険事務所窓口で

年金相談をお受けいただくこととなります。

日 時 ５月12日 午前９時30分～午後４時
場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

日 時 ５月14日 午前８時30分～午後７時
場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

年金請求に関する相談 ０５７０（０５）１１６５
年金受給している方の相談 ０５７０（０７）１１６５

受付時間 午前８時30分～午後５時まで

※土・日・祝日を除く

休日年金相談

ねんきんダイヤル

時間延長年金相談

出張年金相談所

年 金 相 談 ご利用
ください！

お誕生おめでとう

大字三溪字名田 ）桑 原 明 生
智 子

長女 望
のぞ

未
み

大字久国字久保田 ）桂 寿 人
雪

長男 光
こう

駿
しゅん

大字中角字東山 ）麻 植 雅 昭
満理子

長男 健太郎
けん た ろう

ご結婚おめでとう

（
大字生名字石垣

小松島市

丸 山 伸 章
伊 丹 麻 美

（ 大字中角字前山

徳島市

石 本 祐 一

石 井 宏 実

５月 勝浦郡夜間救急当番表

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

２７ ２８ ２９ ３０ ３１

○勝浦病院 42-2555 ●上勝診療所 44-5010
平日:午後６時～翌朝午前９時 休日:午後７時～翌朝午前９時
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